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研究成果の概要（和文）：本研究は、近世日本のキリシタン禁制政策が当該期の人びとにとってどのような意味を持っ
たのか、という問題を追究したものであった。当該期の治者にとってあやしげな宗教活動を横断的に注目し、異端的宗
教活動という枠組みの有効性を確認することができた。また、18世紀から19世紀にかけてキリシタン禁制の内実が変化
していった様子を明らかにするとともに、属性論という新しい視座の有効性に気づいたことも重要な成果である。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to consider the influence of the prohibition 
against Christianity in the early modern age of Japan. I could recognize the usefulness of establishing a 
category of the heterodox religious activities, which the rulers regarded as suspicious. I also explained 
how the focus of the policy against Christianity shifted from the 18th century to the 19th century. In 
addition, I introduced the benefits of applying a new method that I call the theory of attributes.

研究分野： 日本近世史

キーワード： 異端的宗教活動　潜伏キリシタン　隠し念仏　隠れ念仏　キリシタン禁制

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
近年、宗教をめぐる問題は歴史研究にとっ

て欠かせない材料となっている。その認識は、
１９９０年代以降、発展史観による歴史像が
説得力を持たなくなったのと引き替えに顕
著になった。筆者も、このような研究動向の
なかで議論に参加し、宗教に注目して日本近
世史像の再構築を目指してきた一人である。
特に、近世国家が徹底して排除しようとした
「切支丹」をめぐる問題を材料に、キリシタ
ン禁制の矛盾を検討してきた。 
筆者の研究では、厳格なキリシタン禁制は、

潜伏キリシタンの世俗秩序への埋没を促す
とともに、「切支丹」イメージの貧困化をも
たらしたと指摘し、その結果、治者から見て
怪しげだとされる宗教活動と「切支丹」との
間は判別が困難になったとした。そして、世
俗秩序に埋没している潜伏キリシタンが許
容される一方で、世俗秩序を動揺させる可能
性があるとみなされた怪しげな宗教活動の
規制が強められるという結果を招いたとし
た。 
本研究は、このような筆者の研究成果のう

えに立って、治者から見て怪しげだとされる
宗教活動を横断的に捉えたうえで、それらの
宗教活動とキリシタン禁制政策との関係を
考えることを目指した。 
  
２．研究の目的 
 
キリシタン禁制政策のもとで潜伏状態に

あったキリシタンや、本山から異端視された
隠し念仏などのような、治者から見て怪しげ
な宗教活動は、史料上「異宗」「異法」など
と呼ばれた。そこで本研究では、「異宗」「異
法」などと呼ばれる宗教活動を個別に扱うの
ではなく、これを横断的に異端的宗教活動と
いう概念で捉えた。総じていえば、本研究は、
この異端的宗教活動をめぐる問題の検討を
通じて、近世人の秩序意識について明らかに
しようとするものであった。 
この研究を進めていくにあたり、当面の課

題として次の二つの問題を設定した。 
第一は、実際の潜伏キリシタンと近世国家

が徹底して排除しようとした「切支丹」との
分離、および、その「切支丹」と異端的宗教
活動との混同がいかなる経緯で進行したの
かという点である。キリシタン禁制の内実が、
どのような経過を経て変化していったのか
を精緻に検証する。 
第二は、キリシタン禁制の内実の変化によ

って、キリシタン禁制を基軸とした近世秩序
がどのように解体し、近代秩序に移行してい
ったのかという点である。１９世紀に登場し
た民衆宗教を視野に入れ、近世から近代への
転換の意味を、異端的宗教活動を軸足に検証
する。 
本研究は、以上の課題を通じて、近世日本

における異端的宗教活動という新たな視点

から、近世・近代移行期における秩序の転換
の歴史的意味について明らかにする試みで
あった。 

 
３．研究の方法 
 
従来の研究では、潜伏キリシタンを含む異

端的宗教活動をめぐる問題は、それぞれ別個
に扱われてきた。キリシタンはキリシタン研
究、民間信仰･流行神は民俗宗教研究、隠し
念仏･隠れ念仏は浄土真宗研究、不受不施派
は日蓮宗研究、１９世紀の新たな宗教動向は
民衆宗教研究、などというようにである。 
しかし、キリシタン禁制の内実の変化をふ

まえて考えると、これらを縦割り式に扱うの
では近世の諸宗教相互の関係が見失われて
しまう。本研究は、潜伏キリシタンを含め、
上記のような近世日本の異端的宗教活動を
横断的に検討することによって、近世人固有
の秩序意識を考えることができるという見
通しのもとに行われた。これは、異端的宗教
活動を軸足に近世宗教を総体としてとらえ
ようとする試みでもあった。 
本研究が提起した新しい方法は、従来縦割

り式に検討されてきた諸宗教活動を異端的
宗教活動として概念化し、横断的に検討しよ
うとするところにあった。もちろん、異端的
宗教活動はそれぞれ独自の個性をもってい
るのはいうまでもないが、既存秩序を保とう
とする勢力の側から怪しげな活動として常
に警戒される点で共通の性格を持っている。
その共通性に注目しようというのが新しい
点であった。 
具体的な研究対象は多岐にわたるが、本研

究ではさしあたり、潜伏キリシタンと隠し念
仏・隠れ念仏に重点を置いた。筆者がこれま
で取り組んできた潜伏キリシタンに加えて、
特に、浄土真宗の異端に注目したのは、近世
期を通じてもっとも異端が問題とされるの
は真宗であり、特定の地域にだけ起きたとい
うのではなく、どこにでもその可能性があっ
たからである。また、真宗の本山から弾圧さ
れるケースの他に、権力からは弾圧されるが、
本山からは保護されるというケースもある。
真宗を禁止した鹿児島藩･人吉藩における隠
れ念仏がそれである。このように、権力・地
域社会と異端的宗教活動との関係を見てい
くうえで、真宗の異端は、豊富な事例を提供
してくれる。 
近世期を通じて、潜伏キリシタン、隠し念

仏・隠れ念仏がともに存在するという意味で、
もっとも注目されるのは九州地域である。そ
こで、本研究では、長崎・佐賀・熊本・鹿児
島に調査に出かけ、史料を収集した。 
 
４．研究成果 
 
（１）方法論としての成果 
 方法論としての成果としては、異端的宗教
活動という横断的なカテゴリーと、属性論と



いう新しい視座の有効性を確認することが
できたことをあげたい。 
異端的宗教活動というカテゴリーの有効

性については、次のようにいうことができる。
１８世紀以降、「切支丹」ではないが、治者
の側から見て警戒するべき宗教活動（現実の
潜伏キリシタンも含む）が、おおむね「異宗」
「異法」「異説」「奇怪」などと表記されたこ
とは既に述べた。それは既存宗派の異端や民
間信仰を対象とするものであり、キリシタン
もその範疇のものとして扱われたが、その意
味するところは「切支丹」のような「邪」で
はないが、「正」ともいえないということで
あった。いずれにしろ近世中後期に展開する
これらの宗教問題は、異端的宗教活動をめぐ
る一連の動向として横断的に理解するほう
が史実に近づけるといえる。 
属性論の有効性については、次のようにい

うことができる。複数の属性をあわせ持ち、
ときには矛盾する属性の間で苦悩するのは
すべての人々に共通する現象である。歴史事
象の意味を史実に沿って位置づけようとす
るとき、過去も現在も、そして未来に生きる
人々もみな複数の属性を持っていることを
前提に、検討対象の人々がどの属性の立場を
優先したかを考えることが重要である。個人
でも集団でも、単一の属性だけでは成り立っ
ていないことをより意識しようとする属性
論は、史実に接近するのに有効な方法である
と考える。たとえば、潜伏キリシタンの場合、
村請制の仕組みのなかで生きる近世百姓と
しての属性を並立させ、ときには優先させて
踏絵を踏んだり檀那寺の活動を行ったりし
ていたことが、潜伏が可能であったもっとも
大きな要因であると結論づけられる。 
 
（２）内容上の成果 
内容上の成果としては、近世人の「邪正」

観を明らかにしたことをあげたい。 
内面の信心という内在的属性を保持して

いた異端的宗教活動を実践する人々にとっ
ては、宗門改で確定される公的な外在的属性
のほかに、その内面の信心が周囲（治者）か
らどのように見られていたかというもう一
つの外在的属性があった。このような重層的
な宗教的属性のなかで、近世の治者にとって、
秩序を維持するための手段が公的な外在的
属性を管理することであったといえる。 
 そして、宗門改で確定された檀那寺の宗派
という公的な外在的属性のほかに別の宗教
的属性を持っていたとしても、近世治者の基
本姿勢は、外在的属性が「邪」でなければ、
内在的属性に踏み込まないというものであ
った。その背景には、明快な「邪」と曖昧な
「正」という対照的な「邪正」の感覚が存在
した。近世日本では「邪」の宗教とは「切支
丹」のことであったが、「正」の宗教が指定
されたことはなかった。このような条件のも
とで、重層的な属性の曖昧性が保たれていた
のが近世という時代である。 

 こうした「邪正」の感覚は幕末まで保たれ
ていたと思われるが、もちろん幕末にいたる
まで何も変化がなかったのではない。近世後
期、怪しげなものは何でも「切支丹」的なも
のとしてとらえられる、「邪」の曖昧化が進
行するとともに、秩序を維持しようとする治
者の側の姿勢にも変化が生じていった。治者
にとって内在的属性が怪しげなものであっ
た場合、それも含めて「正」の属性に近づけ
るべきだとする志向の萌芽を、１８世紀中後
期以降１９世紀中期にかけて、断続的に展開
した異端的宗教活動をめぐる事件に見るこ
とができる。 
 今後は、本研究では扱えなかった日蓮宗不
受不施・三鳥派、御蔵門徒、富士講など、異
端的宗教活動の検討対象を広げていく。その
際、１９世紀における民衆宗教の登場との関
係をより意識したい。また、属性論という視
座を深化させ、その有効性を学界にアピール
したい。 
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